
 

 
ダム本体の基礎掘削工事は順調に進んでおり、発破による掘削も１２月から開始する予定です。 

 

川上ダムの堤体の基礎となる硬い岩盤を出すための基礎掘削工事は順調に進んでおり、１１月１５日 

時点の進捗率は約２８％です。これまでは重機のみによる掘削を進めてきましたが、１２月からは発破 

による掘削も行う予定です。発破作業時には県道２９号線(松阪青山線)を一時的に通行止めさせていた 

だくことになりますのでご理解ご協力をお願いします。   

  
   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～本体工事の進捗状況～ 

 

川川川上上上ダダダムムムののの早早早期期期完完完成成成ををを要要要望望望   
～伊賀市・市議会の皆様が水機構本社、関西・吉野川支社を訪問～ 

１１月６日（火）～７日（水）にかけて伊賀市から岡本伊賀市長をはじめ北山上下水道事業管理者、清水上下

水道部長、山本建設部長、小西企画管理課長、伊賀市議会から岩田議長、嶋岡川上ダムの早期完成を推進する議

員連盟会長の方々が水資源機構本社、関西・吉野川支社に「川上ダム事業に関する要望書」を携えて来訪されま

した。本社では金尾理事長をはじめ副理事長、ダム事業部長等、支社では片山支社長をはじめ桑島淀川本部長等

が出席しました。 

まず、岡本市長から要望書の趣旨を説明され、平成３

４年度の事業工期内完成、事業推進のため必要な予算の

確保、現事業費においての更なるコスト縮減のほか、こ

の事業により伊賀市経済に波及効果があるよう強く要

望されました。またダムに関連した様々な広報、地域活

性への取り組みへの期待を頂きました。 

 

 

ご要望に対して、金尾理事長は伊賀市へこれまでの協力

に対するお礼を申し上げるとともに、「今後も早期完成に向

け、地元への経済効果も考え、事業の確実な進捗を図って

いく」と応えました。 

皆様の生の声に接し、理事長以下川上ダムの早期完成を

強く胸に刻んだ次第です。当建設所としてもご要望に応え

ることが出来るよう全力で事業に取り組んでまいります。  

また、岡本市長のご提案のとおり、ダムツアー等の広報

活動については、「今だけ、今日だけ、貴方だけ」をテーマ 

に展開していきたいと思います。   【所長 北牧正之】 
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（右の QRコードを読み取っていただくと川上ダムホームページへ移行します。） 
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編集後記 
 気がつけば早くも年の瀬、日の落ちるのも早くなり、い

よいよ冬到来といった今日この頃ですが、平成最後の年末

を皆様いかがお過ごしでしょうか。 

 筆者は今年の４月からこの川上ダム通信の記者として発

行に携わっておりますが、皆様にお伝えするのに併せて、

自分自身でも改めて勉強が出来たように思います。 

今年も弊紙をご愛読いただき御礼申し上げるとともに、

来年も川上ダムをよろしくお願いいたします。 

【広報誌発行事務局】 

編 集 長  北牧（所長） 

デ ス ク  大西（総務課長）   中野（工務課長） 

記  者  西澤（経理課）     伊美（第一用地課） 

馬場（調査設計課） 柳瀬（環境課） 

西 （工事課）     下園（機械課） 

 

川上ダム工事現場見学会を定期開催！ 
 川上ダムでは、事業に対する理解や興味をより深めてい

ただくため、１２月１６日(日)より原則月１回、毎月第３

日曜日に午前の部・午後の部の二部構成で、工事現場見学

会を開催します。 

 展望台からの絶景、日々変わりゆく現場の姿、そして見

学会オリジナルの見学カードや記念撮影イベントも…？ 

 参加費は無料、詳しくは、当事務所ホームページをご覧

いただくか、当事務所に直接お問い合わせください。 

なお、午前の部・午後の部ともにそれぞれ定員(１６名)

になり次第締め切らせていただきます。 

【第１回】 １２月１６日(日)  

 

【第２回】 平成３１年１月２０日(日)  

 １２月３日(月)募集開始！ご予約お待ちしております。 

要望に応える金尾理事長 

発破作業に伴う道路規制図 基礎掘削工事の進捗状況（左岸側） 

発破作業に伴う県道２９号線（松阪青山線）の通行止め 

期 間：平成３０年１２月～平成３１年３月(予定) （日曜日、祝日は行いません） 

時 間：午前１１時４５分、午後４時４５分 （１回の通行止め時間は５分程度です） 

※通行止め(発破作業)を行わない日、１回しか行わない日もあります。 

※当日の通行止めの有無は予告看板に表示します。 

 

 ▼H31.9 ▼H33.10 H30.4▼ ▼H31.4 ▼現在 

良いお年を！ 

 

【工事課  市川滋己】 

：未実施 

 

：施工中 ：完了 

岡本伊賀市長からの要望（右から２番目） 

http://www.water.go.jp/kansai/kawakami
mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp


 

１１月１４日(水)、一般社団法人ダム工学会の主催によりWith
ウ ィ ズ

 Dam
ダ ム

☆Night
ナ イ ト

(以下「ＷＤＮ」)が木津川上流域の

ダム群を対象として催され、水資源機構関西・吉野川支社も後援団体の一員として参加しました。ＷＤＮは、ダ

ム研究者や技術者と市民の皆様やダムファンとの交流を通して、ダムの魅力を発見・発信し、多くの方々にとっ

ての「ダムとの架け橋」となることを目指す一夜限りのイベントです。このイベントは平成２２年に開始し、今

回で３１回目の開催となります。そして、夜の部に先だって、昼間にも川上ダムをはじめ比奈知・青蓮寺ダムを

巡るスペシャル見学ツアーが実施されました。 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

昼の見学ツアーでは、建設現場が一望できる右岸天端の展望台より基礎掘削の光景を見ていただいた後、工事

現場内の骨材仮置ヤードに移動、ダムを建設するコンクリートの材料となる骨材に触れていただきました。続け

て、重機との記念撮影イベントでは、ドローンがツアー参加者の間近まで迫り、空から集合写真を撮影しました。 

ツアー参加者の皆様はその他にも現場の隅々にまで注目されており、川上ダムを満喫されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインとなる夜の部では会場を名張産業振興センター「アスピア」に移し、軽食やドリンクを片手にダムの魅

力を語り合いました。例年好評のトークショーでは、技術者や研究者、ダムファンの皆様がダムの魅力や恩恵、

意義を熱く語りました。川上ダムからも職員２名がトークショーに参加し、川上ダムで今行っている工事や環境

に対する取組をアピールしました。ダムトークも弾み、夜も深まってきたところで、ダムファンとして著名な夜

雀氏の司会による賞品付き『ダムビンゴ』を実施、川上ダムはタオルやネーミング入りの軍手、そして川上ダム

工事現場入場券を景品として提供させていただきました。数字の代わりにダムや堰などの名前が次々と読み上げ

られ、その都度その場所の魅力を熱く語る夜雀氏に会場もヒートアップ、イベントは大盛況のうちに幕を閉じま

した。ダムを語るために多くの人が集まる様子に、ダムが持つ人を惹きつける魅力を認識することが出来ました。   

川上ダムでも引き続き、積極的な情報発信を行い、更なる広報活動の強化に取り組んでいきます。    

 
～～～桐桐桐ケケケ丘丘丘ががが好好好ききき！！！   たたたすすすけけけ愛愛愛   気気気持持持ちちちをををつつつなななぐぐぐまままちちちづづづくくくりりり～～～   

１１月１０日(土)、伊賀市桐ケ丘アミティー周辺で「桐ケ丘フェスタ２０１８」が開催されました。 

ステージでのアトラクションは青山中学校吹奏楽部による演奏に始まり、桐ケ丘フィーバー＆桐ケ丘音頭、よ

さこいソーランなどで大盛り上がりとなりました。また、会場内では木工品や稲穂飾りなどの工芸品、新鮮野菜、

パンやフェスタ限定のブレンドコーヒー、地元産パッションフルーツで作ったジャムやこんにゃくなどの農産加

工品等が販売されており、一日中楽しめる賑わいのあるイベントでした。 

当建設所では、川上ダム建設事業に関する理解を深めていた

だくため会場にブースを設け、川上ダム建設予定地のドローン

撮影映像や３Ｄで作成したダム完成予想図の放映、事業説明パ

ネルの展示や桐ケ丘フェスタ２０１８限定川上ダムペーパーク

ラフト等がもらえるクイズを行いました。 

ブースに来場いただいた方からは、「良いダムを作って下さ

い」、「早く完成するように頑張って」などの激励の他、「ダム工

事を見られる場所はないか」、「現場見学があると良い」等ご質

問やご意見をいただきました。                             

【調査設計課 竹内祐治】 

 

               

               
 

 
【工務課 野田有佑】 

              新しいダムカードを配り始めたね。今のとは何がちがうの？ 

今まではダムの完成予想図をのせていたよ。ダム建設が進

む状況をたくさんの方に知ってもらうために、今回のカー

ドは工事中の写真をダムカードにのせることにしたよ。 

  えー！！じゃあ、いままで配っていたカードはもらえなくなるの？ 

大丈夫、今まで配っていたカードとセットで配布するよ。川上ダム建設所へ

遊びに来てね！ 

  一番大きな写真は、川が２本流れているけどどういうこと！？ 

ダムをつくる場所を乾かすために、工事中は手前に流れている川の水を山に

掘ったトンネルに流すよ。これを転流って言うのだけど、写真は、はじめて

トンネルに水を流した日の様子だよ。 

  ちょっとまって！！川の中にはボクの仲間がいるよ！！大丈夫だったかな・・・ 

ご安心を！川の水がなくならないうちに、水の中の生き物は避難させたよ。 

  よかった～。右上の写真はダムができる場所だね。右下の写真は・・・ 

右下は、もとの川の流れをトンネルに導く堤防をつくっている写真だよ。も

う完成して、今はダムの土台となる岩が出てくるまで山を削っているよ。 

  工事は進んでいるね。また教えてね。 

川上ダムは見学予約を受け付けているよ。詳しくはホームページを見てね。 

 

 

 

Ｏ太郎 

ダムの人 

 

昼の部 

骨材に興味津々なダムファンの皆様 ドローンで重機と記念撮影 

夜の部 

空から見たダムの光景を動画で鑑賞 

川上ダム職員もトークショーに参加 『ダムビンゴ』は大盛り上がり 

【経理課  西澤貴之】 



 

１１月１４日(水)、一般社団法人ダム工学会の主催によりWith
ウ ィ ズ

 Dam
ダ ム

☆Night
ナ イ ト

(以下「ＷＤＮ」)が木津川上流域の

ダム群を対象として催され、水資源機構関西・吉野川支社も後援団体の一員として参加しました。ＷＤＮは、ダ

ム研究者や技術者と市民の皆様やダムファンとの交流を通して、ダムの魅力を発見・発信し、多くの方々にとっ

ての「ダムとの架け橋」となることを目指す一夜限りのイベントです。このイベントは平成２２年に開始し、今

回で３１回目の開催となります。そして、夜の部に先だって、昼間にも川上ダムをはじめ比奈知・青蓮寺ダムを

巡るスペシャル見学ツアーが実施されました。 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

昼の見学ツアーでは、建設現場が一望できる右岸天端の展望台より基礎掘削の光景を見ていただいた後、工事

現場内の骨材仮置ヤードに移動、ダムを建設するコンクリートの材料となる骨材に触れていただきました。続け

て、重機との記念撮影イベントでは、ドローンがツアー参加者の間近まで迫り、空から集合写真を撮影しました。 

ツアー参加者の皆様はその他にも現場の隅々にまで注目されており、川上ダムを満喫されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインとなる夜の部では会場を名張産業振興センター「アスピア」に移し、軽食やドリンクを片手にダムの魅

力を語り合いました。例年好評のトークショーでは、技術者や研究者、ダムファンの皆様がダムの魅力や恩恵、

意義を熱く語りました。川上ダムからも職員２名がトークショーに参加し、川上ダムで今行っている工事や環境

に対する取組をアピールしました。ダムトークも弾み、夜も深まってきたところで、ダムファンとして著名な夜

雀氏の司会による賞品付き『ダムビンゴ』を実施、川上ダムはタオルやネーミング入りの軍手、そして川上ダム

工事現場入場券を景品として提供させていただきました。数字の代わりにダムや堰などの名前が次々と読み上げ

られ、その都度その場所の魅力を熱く語る夜雀氏に会場もヒートアップ、イベントは大盛況のうちに幕を閉じま

した。ダムを語るために多くの人が集まる様子に、ダムが持つ人を惹きつける魅力を認識することが出来ました。   

川上ダムでも引き続き、積極的な情報発信を行い、更なる広報活動の強化に取り組んでいきます。    

 
～～～桐桐桐ケケケ丘丘丘ががが好好好ききき！！！   たたたすすすけけけ愛愛愛   気気気持持持ちちちをををつつつなななぐぐぐまままちちちづづづくくくりりり～～～   

１１月１０日(土)、伊賀市桐ケ丘アミティー周辺で「桐ケ丘フェスタ２０１８」が開催されました。 

ステージでのアトラクションは青山中学校吹奏楽部による演奏に始まり、桐ケ丘フィーバー＆桐ケ丘音頭、よ

さこいソーランなどで大盛り上がりとなりました。また、会場内では木工品や稲穂飾りなどの工芸品、新鮮野菜、

パンやフェスタ限定のブレンドコーヒー、地元産パッションフルーツで作ったジャムやこんにゃくなどの農産加

工品等が販売されており、一日中楽しめる賑わいのあるイベントでした。 

当建設所では、川上ダム建設事業に関する理解を深めていた

だくため会場にブースを設け、川上ダム建設予定地のドローン

撮影映像や３Ｄで作成したダム完成予想図の放映、事業説明パ

ネルの展示や桐ケ丘フェスタ２０１８限定川上ダムペーパーク

ラフト等がもらえるクイズを行いました。 

ブースに来場いただいた方からは、「良いダムを作って下さ

い」、「早く完成するように頑張って」などの激励の他、「ダム工

事を見られる場所はないか」、「現場見学があると良い」等ご質

問やご意見をいただきました。                             

【調査設計課 竹内祐治】 

 

               

               
 

 
【工務課 野田有佑】 

              新しいダムカードを配り始めたね。今のとは何がちがうの？ 

今まではダムの完成予想図をのせていたよ。ダム建設が進

む状況をたくさんの方に知ってもらうために、今回のカー

ドは工事中の写真をダムカードにのせることにしたよ。 

  えー！！じゃあ、いままで配っていたカードはもらえなくなるの？ 

大丈夫、今まで配っていたカードとセットで配布するよ。川上ダム建設所へ

遊びに来てね！ 

  一番大きな写真は、川が２本流れているけどどういうこと！？ 

ダムをつくる場所を乾かすために、工事中は手前に流れている川の水を山に

掘ったトンネルに流すよ。これを転流って言うのだけど、写真は、はじめて

トンネルに水を流した日の様子だよ。 

  ちょっとまって！！川の中にはボクの仲間がいるよ！！大丈夫だったかな・・・ 

ご安心を！川の水がなくならないうちに、水の中の生き物は避難させたよ。 

  よかった～。右上の写真はダムができる場所だね。右下の写真は・・・ 

右下は、もとの川の流れをトンネルに導く堤防をつくっている写真だよ。も

う完成して、今はダムの土台となる岩が出てくるまで山を削っているよ。 

  工事は進んでいるね。また教えてね。 

川上ダムは見学予約を受け付けているよ。詳しくはホームページを見てね。 

 

 

 

Ｏ太郎 

ダムの人 

 

昼の部 

骨材に興味津々なダムファンの皆様 ドローンで重機と記念撮影 

夜の部 

空から見たダムの光景を動画で鑑賞 

川上ダム職員もトークショーに参加 『ダムビンゴ』は大盛り上がり 

【経理課  西澤貴之】 



 

 
ダム本体の基礎掘削工事は順調に進んでおり、発破による掘削も１２月から開始する予定です。 

 

川上ダムの堤体の基礎となる硬い岩盤を出すための基礎掘削工事は順調に進んでおり、１１月１５日 

時点の進捗率は約２８％です。これまでは重機のみによる掘削を進めてきましたが、１２月からは発破 

による掘削も行う予定です。発破作業時には県道２９号線(松阪青山線)を一時的に通行止めさせていた 

だくことになりますのでご理解ご協力をお願いします。   

  
   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～本体工事の進捗状況～ 

 

川川川上上上ダダダムムムののの早早早期期期完完完成成成ををを要要要望望望   
～伊賀市・市議会の皆様が水機構本社、関西・吉野川支社を訪問～ 

１１月６日（火）～７日（水）にかけて伊賀市から岡本伊賀市長をはじめ北山上下水道事業管理者、清水上下

水道部長、山本建設部長、小西企画管理課長、伊賀市議会から岩田議長、嶋岡川上ダムの早期完成を推進する議

員連盟会長の方々が水資源機構本社、関西・吉野川支社に「川上ダム事業に関する要望書」を携えて来訪されま

した。本社では金尾理事長をはじめ副理事長、ダム事業部長等、支社では片山支社長をはじめ桑島淀川本部長等

が出席しました。 

まず、岡本市長から要望書の趣旨を説明され、平成３

４年度の事業工期内完成、事業推進のため必要な予算の

確保、現事業費においての更なるコスト縮減のほか、こ

の事業により伊賀市経済に波及効果があるよう強く要

望されました。またダムに関連した様々な広報、地域活

性への取り組みへの期待を頂きました。 

 

 

ご要望に対して、金尾理事長は伊賀市へこれまでの協力

に対するお礼を申し上げるとともに、「今後も早期完成に向

け、地元への経済効果も考え、事業の確実な進捗を図って

いく」と応えました。 

皆様の生の声に接し、理事長以下川上ダムの早期完成を

強く胸に刻んだ次第です。当建設所としてもご要望に応え

ることが出来るよう全力で事業に取り組んでまいります。  

また、岡本市長のご提案のとおり、ダムツアー等の広報

活動については、「今だけ、今日だけ、貴方だけ」をテーマ 

に展開していきたいと思います。   【所長 北牧正之】 

 

転流工 基礎掘削 基礎処理 堤体打設 試験湛水         
完成！ 

(H35.3予定) 仮排水路 

トンネル 
仮締切工 

 

 
 

  

 

独独立立行行政政法法人人水水資資源源機機構構  川川上上ダダムム建建設設所所  
〒〒551188－－00229944  三三重重県県伊伊賀賀市市阿阿保保 225511 番番地地  TTEELL：：00559955－－5522－－11666611（（代代））  

２２００１１８８ 

川上ダム通信は川上ダムホームページでもご覧いただけます。 

http://www.water.go.jp/kansai/kawakami 又は「川上ダム通信」で検索 

（右の QRコードを読み取っていただくと川上ダムホームページへ移行します。） 

ご意見・ご感想はこちらへ mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp 

111222   
 

Ｖｏｌ．１５９ 

Ｓｉｎｃｅ２００５ 

 川川上上ダダムム通通信信 
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H30.9▼ 

編集後記 
 気がつけば早くも年の瀬、日の落ちるのも早くなり、い

よいよ冬到来といった今日この頃ですが、平成最後の年末

を皆様いかがお過ごしでしょうか。 

 筆者は今年の４月からこの川上ダム通信の記者として発

行に携わっておりますが、皆様にお伝えするのに併せて、

自分自身でも改めて勉強が出来たように思います。 

今年も弊紙をご愛読いただき御礼申し上げるとともに、

来年も川上ダムをよろしくお願いいたします。 

【広報誌発行事務局】 

編 集 長  北牧（所長） 

デ ス ク  大西（総務課長）   中野（工務課長） 

記  者  西澤（経理課）     伊美（第一用地課） 

馬場（調査設計課） 柳瀬（環境課） 

西 （工事課）     下園（機械課） 

 

川上ダム工事現場見学会を定期開催！ 
 川上ダムでは、事業に対する理解や興味をより深めてい

ただくため、１２月１６日(日)より原則月１回、毎月第３

日曜日に午前の部・午後の部の二部構成で、工事現場見学

会を開催します。 

 展望台からの絶景、日々変わりゆく現場の姿、そして見

学会オリジナルの見学カードや記念撮影イベントも…？ 

 参加費は無料、詳しくは、当事務所ホームページをご覧

いただくか、当事務所に直接お問い合わせください。 

なお、午前の部・午後の部ともにそれぞれ定員(１６名)

になり次第締め切らせていただきます。 

【第１回】 １２月１６日(日)  

 

【第２回】 平成３１年１月２０日(日)  

 １２月３日(月)募集開始！ご予約お待ちしております。 

要望に応える金尾理事長 

発破作業に伴う道路規制図 基礎掘削工事の進捗状況（左岸側） 

発破作業に伴う県道２９号線（松阪青山線）の通行止め 

期 間：平成３０年１２月～平成３１年３月(予定) （日曜日、祝日は行いません） 

時 間：午前１１時４５分、午後４時４５分 （１回の通行止め時間は５分程度です） 

※通行止め(発破作業)を行わない日、１回しか行わない日もあります。 

※当日の通行止めの有無は予告看板に表示します。 

 

 ▼H31.9 ▼H33.10 H30.4▼ ▼H31.4 ▼現在 

良いお年を！ 

 

【工事課  市川滋己】 

：未実施 

 

：施工中 ：完了 

岡本伊賀市長からの要望（右から２番目） 

http://www.water.go.jp/kansai/kawakami
mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp

